


「福岡県交通ビジョン２０２２」の策定にあたって

　本県は、九州・西日本のゲートウェイ（玄関口）機能を担う「福

岡空港」、24 時間利用可能な海上空港である「北九州空港」や、国

際拠点港湾である「博多港」と「北九州港」、重要港湾である「苅田

港」と「三池港」、さらには、縦横に走る高速道路、新幹線、基幹的

道路といった、充実した交通インフラを有しています。

　2017（平成 29）年３月の「福岡県交通ビジョン 2017」策定後も、

福岡空港の民間委託による運営の開始や新北九州空港道路の開通な

ど、県民生活と経済活動を支える交通インフラ整備は着実に前進し

ました。

　また、平成筑豊鉄道のレストラン列車「ことこと列車」が運行を

開始するなど、福岡県の新たな魅力が誕生し、観光をはじめ地域に大きな活力をもたらしてい

ます。

　

　近年、交通を取り巻く状況も大きく変化しています。

　社会のデジタル化の進展に伴い、交通分野においても、自動運転やＡＩなどの技術を活用し

たコミュニティバスなどの導入、先端技術を活用した環境対応自動車や先進安全自動車の普及

が進んでいます。

　そして、我が国は、2020（令和２）年に、「2050 年までに温室効果ガスの排出を全体として

ゼロにする、すなわち 2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣

言しました。 本県においても、地球環境負荷の少ないグリーンな交通の実現を目指してまい

ります。

　一方で、激甚化・頻発化する自然災害は、交通にも甚大な被害をもたらしており、平成 29 年

７月九州北部豪雨により不通となっているJR日田彦山線添田駅～夜明駅間においては、2020（令

和２）年７月に、彦山駅から宝珠山駅を専用道区間とする BRT（バス高速輸送システム）によ

り復旧する方針が決定し、復旧作業が進められています。県民の皆さまの安全安心を守るため、

災害に強い県土づくりに取り組んでまいります。

　新型コロナウイルス感染拡大により、人々の生命や生活のみならず、経済、社会、人々の行動・

意識に至るまで多方面に影響を及ぼすと同時に、交通事業は生活に不可欠なサービスであるこ

とが再認識されました。今後も、コロナ収束後を見据え、本県の将来を支える交通インフラの

整備を着実に進めるとともに、住み慣れたところで「働く」「暮らす」「育てる」ことができる

持続可能な交通の実現を目指してまいります。

　「交通ビジョン 2022」は、国、県、市町村といった行政機関はもとより、県民の皆さまをはじめ、

交通事業者などあらゆる関係者が協働し、こうした交通施策を進めていくために策定したもの

です。 

　経済活動や県民生活を支える重要な社会基盤である交通がさらに発展するよう、皆さまの一

層のご理解とご協力をお願いいたします。

　　令和４年３月　
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